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上海東
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（大学）
小川近代史において、取組川文乃院（大学）は比較的に
特殊な大学の位院を山めずパおり、日本政府により開設され、広接中川侵略の人材育成や小川作万而の悩叫仰を偵察するために利用したのである
c
心V1大学が’
H
ら・公開刊行した校史は
戦後二附山版され、まもなくまた一冊が出版される予定である
ι
その他の関係論著はかなり多いが、しかし戦争時間
の資料が不足しているので、多くは戦前期を研究したものである
U我が川においては、解放前はこの大学について研
究した論若の発表は未凡であるが 上海でも川依であっただろう
u内院が小川に存在し いた附則に、中川訟の新聞
雑誌で報道が ったかも知れないが、叶引い刊は未凡である。一九三六年、小川市川の巳十日品川
Hが上海生活力山から彼の編著に
よる〈前近川人研究小川学術之一斑〉を出版したが、そのなかの七ト九
l九十六戸、が月院についての一節であり、主
に一九
J
．0年に品川院が上海で出版した〈創立・
1十周年記念
点張川文点院必〉と、ル札口院の刊行物〈支郎研究》に依拠している
G
．九六同年、《上海丈史資料選輯〉第十七輯に土日
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山札山氏の長文〈関「東亜川文
ι札口院〉が掲載され、主に上海
市領前の状況を紹介したが、これは解放後に品初に発表された本テ
l
マの請文である巳一九八二年、台湾の中央研究
院近代史研究所が〈近代在華文化及社会事業之研究〉を出版したが、そのなかの二卜九
1五十四頁で専ら書院につい
て論じている。一九八九年、彼日一大学が出版した〈上海副典〉の百九十八百には来日院 ．唄日がある
c
一九九
O
年、事
茂堂氏は〈徐一地文史資料選輯〉第五梢に〈閃．
T京市一川文訂
院的一鱗半爪〉を掲載し、小川人 川文書院にたいする印象のごく一耐を．比映した 九五 蘇利良氏は〈桔案hhy史学〉第五期に〈上海東亜川文占院述論》を発表し、一年余り後 一九九七年、単 泊初氏もまた同雑誌で〈試論束姫川文洋院的政治特徴
l兼与凶方教会大学比較〉を発表し
たロ戦後、日本 研究は書院の論著 比較的に多いが、そのなかで注目を引くのは愛知大学国際問題研究所 藤旧佳久教綬であるじ一九八九年、彼は《東亜川 書院学生 中同調査旅行コースについて》を出版し、一 九四年 ．同
び東京で〈小凶との川会い〉を出版した
c
以上の論若には一つの共通点がある、つまり全てオリジ
ナル資料をはていない いう事である。一九州五年八けにH本は降伏し、点院の所有財産は全て小凶に残ったのだが、では、資料は何処へ行ってしまったのかっ一九八二年、準行は北ぃ以凶内館柏林
k寸分館でいれ
H院の全てのオリジナル資料
を発見したが、学生の調査報告と
H誌には全部
w凶立南京
凶市郎“の藍色の判が抑しであった口北京図升館の館史資料によれば、この大祉の日本語資料はその他 、小川政府により接収された日本 侵華機関の とともに、胡適割り振り り北京凶計館に送られたそうである。十余年米、事行は次々とこの大祉 資料を点検して、千余般の、日本占領時期の当大学学生が卒業論文作成のために編集した旅行日記、
wm
ル九日前・本（少
HM
の邦行刊本と比較したが、あ
る刊本は一柄本に比べて－安約していた）及び校務資料稿本、油印本、刊本及び郵便物（全て日本と当校の往来で、表．而には切子が貼つであり、切干史の上でも れまた針重な側値がある）を発見したのである
c
何十年来の日本側が公布
した関係資料を結び付けて ここに大学の簡単な歴史を叙述するが、主に千余種類の北京凶舟館所蔵の一九．一一八
l
一
九州三年の大学稿本（少
n
，Eの刊本あり）、校務資料及び学
生旅行卒業日記と調責報告の紹介に重点を置く。何故なら、これ仙寺の旅行制本は一九一．一五年以前のものは川本に比較的完全に収集されている 山、その後一九四四年までのものは日本に収集されていないと言われているからである。その似附を般測すると、主に一九州五年に京．車川文昨院が中凶に接収されたため、この大量の資料が中国に残り、戦後
南京中央図書館に送られたが、程なくして北京図書館に移送されて現在に至る、というものである。本文は上海東亜川文内院（大学）と愛知大学の悦源関係を略述 、東一生川文占院の形を変えた発展を見るものである。要するに、京車川文書院の研究は近代中日関係史、近代上海史、近代中日教育史、近代小川旅行史及、ぴ 本悦草山んの研究に主．裂な意義を有している である
c
印刷の都合上、一部の日本語
の資料名を中同語訳したものがある。紙面に限りが ので、ここでは大．県のみ時述する。川恐怖市の愛知大学に所蔵されている上海東亜川文書院
の学生の旅行日記と湖水北部行日録を見ると、大学以前用紙に書いてあり、全部で九十八枚、片而、
B
瓦版、頁勺
り二十五行である。な録番号が表示してあり 時代順になっていて、卜則に始まる（第十次利光旅行？） すなわち十三期の学生は一九一三年入学し、一九一六年に調査旅行を行っている。故後は第二十九川で、一九三五年に調資 っており、二．卜．一則生、一九二二 年入学生である
U
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一
、上海東亜同文書院小史一、上海東亜局文書院の起源
上海東亜同文書院は明治三十四年（一九
O
一年）に創設
され、主に
H本から学生を募集し、実地で中国の人情風俗、
商業習慣、中日貿易振興の理解を主旨として標携した。一九
O
一年の第一期学生から、一年一一凹の学生受入れをした
ので、一九四五年までに問卜六期まで募集した。書院は条件が許せば、毎年一般の大旅行誌を山していた（但し、学生が後に単独或いは何人か 合わせて市いた旅行日誌と調査報化けは附一の類別ではないて在去の通りである。指摘すべきは、学生の考察地と次の年の就職の段取りには一定
の関係があるという事である。同内の上海東亜同文書院に論及した上海近代史の著作に、二九OO年、日本人は南京に南京同文書院を創設し、院長は佐藤正が、後に陸軍少佐の根津一が引き継いだ。義和田事件後、学校は上海に移り、東亜同文書院と改称したのである、校地は高昌廟桂竪里にあった東文学堂旧祉であり（原注・・一九一三年の第二次革命中、学校は近接する製造
局の砲火により破壊された。一九一六年四月に海格路に移
る［現在の華山路］。一九二三年までに、卒業生は全部で二千五百人だった）、公費、私費の学生が六十人で、課程
内存は主として中同と朝鮮問題を研究する事であった。“川とある。この紹介で不正確なところは、同文書院には学期Hと湖水比の組問上厳しい限界があった事である、すなわち、朝鮮と
~：，主 入学年 旅行t 般告有名 卒ill'.年
第 l 期 1901 1902 1904 
第 2 矧 1902 1905 
第 3 J切 1903 1906 
第 4 期 1904 1907 
第 5 期 1905.8 1908.6 
第 6 J明 1906.8 1908 属域同爪 1909.6 
第 7 J羽 1907.8 1909 一日一倍 1910.6.26 
第 8 胤l 1908.8 1910 肱行i己念志 1911.6 
第 9 期j 1909.8 1911 孤帆双蹄 1912.6 
第)OJ羽 1910.8 1912 来此行 1913.6.29 
第ll!IJ 1911.8 1913 体雨伶t<l. 1914.6.28 
第12矧 1912.8 1914 同舟渡江 1915.6.27 
第13l切 1913.8 1915 暮云暁色 1916.6.25 
第14期 1914 .8 1916 凡餐雨宿 1917.6.24 
第15 ！羽 1915.8 1917 利捗大川 1918.6 ‘ 30 
第16！日l 1916.8 1918 虎t<l.；吃云 1909.6.29 
第17l切 1917.8 1919 （停止刊行） 1920.6 
第18矧 1918.8 1920 fl.射院前 1921.6 
第 19l!ll 1919 1921 虎穴it領 1922.6 
第20期l 1920.9 1923 金声玉振 1923.6 
第21 1羽 1921.5 1924 彩云光霞 1925.6 
第22！閉 1922.4 1925 来云騎月 1926.3 
品f'i23J日l 1923.4 1926 黄金行 1927.3 
;,'i24l!J 1924.5 1927 t又竿 1928‘ 3 
第25期 1925.4 1928 描銭 1929.3 
第26鰐j 1926.4 1929 足迩 1930.3 
第27！羽 1927 ゐ 4 1930 京南西北 1931.3 
第28!Ul 1928.4 1931 千山万竪 1932 マ 3
第29！日j 1929.4 1932 北斗之光 1933.3 
第301!/l 1930.4 1933 並鋼亜基拙 1934.3 
第31期 1931.4 1934 出府征服 1935.3 
第32期 1932.4 1935 湾問i曽 1936.3 
第33期 1933.4 1936 南腔北湖 1937.3 
第34期j 1934.4 1937 l礼明l~P牙吹 1938.3 
第35！閉 1935 .4 1938 靖~行 1939.3 
第361!11 1936.4 1939 大披行妃 1940.3 
第37期 1937.4 1940 （停止刊行） 1941.3 
第381!11 1938.4 1941 大隣庖陥 1941 .12 
第39期 1938.4 1942 大陪紀行 1942.9 
第40錨j 1939.4 1942 1943.9 
第411!/l 1940.4 1942 1944.9 
第42期l 1941. 4 1943 1945.9 
第43期 1942.4 1946.9.21 
第44期 1943 .4 
第45期 1944.4 
第46期l 1945.4 
6 [,;J 文書院記念報
台湾を排除し（主な原因はこの二つの地は早くに日本に併呑されて植民地となり、総督府が置かれ、自ら研究の条件と実力を有していた事・にある）、中国大陸 香港、マカオと南洋のみを研究し ので、学生の卒業調査報告には朝鮮と台湾をテーマと たものはなかったのである。彼らのなかに朝鮮籍や台湾籍の者がいて、しかも調売の時に朝鮮や台湾を経由したにも拘わらずである。上海東亜同文書院の校舎祉は、開校した明治三十四年五日から大正二年（一九一三）七月まで、上海の高
u日廟桂竪
里（当時旧高昌廟路、今の高雄路一帯）にあり 大正二年十月から大正六年（一九一七 四 赫司克而路（ZωωZ
＝月
0包今の中州路）にあり、大正六年四月から
昭和十二年（一九三七）まで虹橋路の北、番高路の東にある交通大学阿側の市寄りにあった。川劉恵吾編著－
A上海近代史〉（華東師範大学出版社、
九八五年）上巻、二百五十四頁。二、戦後愛知大学の東亜同文書院の継承
愛知大学は一九問六年十一月十五日に、愛知県豊橋市に
創立され、これは日本降伏後の最も困難な時期であった。愛知大学はもともと上海交通大学にあった東亜同文書院（大学）を継本として設置されたが、朝鮮のソウルにあった京城帝国 及び台北帝同大学も加わった。この三つの
植民地大学を紙本発展し、その他の学校から来た若干の教師と学生も吸収したのである。この年の十二月、あらたに予科一ー一一一年生の入学試験を行ったが、予科一年の試験参加者は百八十八人で、元東亜同文書院（大学）生五十四人、予科二年 白 人で、元東亜同文書院（大学）二一十七人、子科一一一年は行六人で、 は六 六であった。本来の特色を保持するため、中同研究を基本とする事を意図した。東亜同文書院（大学）最後の学長である本間出一は航鋭的に愛知大学の創建に参与し（後に第二代学長に就任）、翌年に の蔵書三万冊を受け継ぎ図書館の主体とした。東亜川文北川院（大学）の現地入隊（日本軍への参加を指す）学生は、一九四五年八月（日本が降伏した月）二十日に漸次復員し、一二百人に達した
D
八月末、これ等の学生は
一九三七年十月に元の校合が焼かれた後占有した上海交通大学（交通大学は戦争勃発 より後方へ移転）で復 式を挙行した。程なく、上海交通大学は同文書院に対し校舎の引き渡しを要求したので、塑年二月末に東亜川文書院の学生たちは虹口地区に集結し、日本人青年会館で集団生活を過ごしながら、ここで一九四六年二月十八日 大学創立者の荒尾精五十年祭 恨津一二十年忌法要などを挙行 。法要後、同大学出身者の同窓会
l福友会は大学の存廃問題
を討論した。その席で鈴木鐸郎教授（当時間十八歳、愛知大学成立時に中国語教授に就任）が、東亜同文書院（大学）存続問題の交渉は、全く目処がた ないと報告 た。上海同文書院大学は解散する かなく それ 代わるものとして、彼らは
H本に中国へ留学生を派遣する準備のための学
ヒi毎束!fil(,iJ 文書院（大学）資料の発見＆ひ’価f1li
校を設立する事を一致して希望した。川川末、本間学長以下教職員、学生など約二百名は集同生活から抜け山し、－二川初めに川町凶した。本間は東京神川の
H華学会にある川文
書院事務所で、前年夏に出山県の呉羽村に開設した取組川文忠院（大学）分校の舟伯守（ 九三七年東亜川文
A
院に
一一卜八朋生として入学し、一九州 年卒業、愛知大学成な時には漢文の教授を．集荷する
F定であった）、神ハ八日龍児（中
1
時ご．卜六段、愛知 成立時は法学通命の教ほに就任し、後に初代同
A
館長に就任）、行川正一などから、敗戦後の
分校閉鎖に閲して、下位の処置及びそ 他の内地以州事情の変遷状況を間いた。
帰同するとすぐに、本間は席の暖まる暇もなく京恒川文
会（点恒川文忠院の税引川体）会長代却の．日川次郎を訪問し、
H一掘友会では束姫川文忠院大学の廃校は必宅である
との認識なので、京岨川文会は事務清算の時に祈大学 吠を考慮して頂きたい
μと述べた。一日は数日の拍子を純て、
京浜焔友川窓 の与えに川なする行を川先日した＝本間は教職員側では問題ないと述べた
c
一日は力一杯支持する事を
表明した
c
J九四五年二、二．月頃、日本はすでに敗戦目的であり、
日本から軍用船に乗って上海へ渡航する事は不可能であった。そのため一九四六年度入学 東亜川文書院学生の上海渡航は不可能で、遂に呉羽村 呉羽紡績工場を借りて、東亜同文芹院（大学）分校を設立したのであったが、学生はその工場の木製飛行機を製造するために動員され 心内地留学中の東亜同文芹院（大学）の神谷龍男、石川正一 ここに来て指導をし、川年七月には更 若江得行、山川左能…、
浅野巧芙などが派遣され、内伯守を分校長とした
c
八日卜
六日（降伏の川叩けて分校は休校を決定し、中
1時残ってい
た行名前後の学生を帰郷させた後に結果 知らせる事にした
c九川、多くの学生が復校を要求したので、混乱のなか
卜川初旬に工場内で従業を行ったが、咋時東亜同文書院（大学）教員帰還有は卜三名に達しており 学生は三百人余りであったので、正式な
MM
業が開始された。しかし十一月末、
京亜川文会長は再度休学を指示したため、出川伯分校長は呉羽より上京し、 文会より東亜同文洋院大学の存廃に関する指示を得るまで待つ事に決定した
2
アメリカ進駐軍が京
姫川文会事務所である霞山 館を掠収する事 知 て後川事務所はトコリト五日に旧日華学会
H
本の中凶人日本
留学生受入れの立任機関）に移っ
c
十一月中旬、進駐車が川文会霞山会館を接収しようとしているというニュースが只羽分校 伝わったじ会館 慌山
文時には約
J・．万附の蔵占があったので、分校の教綬は受け
取りを決定し、神谷、浅野 二人が急いで上京し、川文会の牧山用事の州立を得て、まず本の全てを東京都卜の成城学閥内にある牧山の家に搬入した。数日後、霞山会館は進駐軍に接収された
c
一九五
0
年四月、正式に契約して愛知
大学園古館に移された であるむ本間学長や小川石井浄（当時間卜九成、愛知大学成立時に社会思忽史教段に就任し、後に第一二代学長に就任）、及びその他の東亜 井院（大学）教綬の帰還のニュースが伝わると、学生たちは続々と神川事務所に来て、懸命 新大学の設 を要求した
c
二一月三十一日、東亜同文占院（大学）教職員にたいして
解脱通知が出され、再建の望みがあ 次第すぐに通知す
8 Ju］え J；院必念 NI
とした。本問、小岩井浄、鈴木捧郎、神谷、・本田弥三旺（一九三八年三十九期生として入学、一九四二年卒業）などが新しい学校の設立を決定し、一九四六年五月三十日、東京九段坂下の若喜旅館に旧東亜川文書院（大品ナ）教職員を招集した。交通状況 劣悪により十三名だけが到着し 最終的に愛知県豊橋市に愛知大学を設立 たのである。本間は小岩井に学長に就任するよう求めたが、小岩井は自分は一学究で一教授に過、ぎないと一一一一口い 本間の就任を主張したが、本間は資格がないと言った。そこで元慶陪義塾総長で、束亜同文会理事の林毅陸博士に初代学長を要請した。一九五五年十一月十五日の第九回創立記念日に、学長は本聞から小岩井に交代した。
一
一、
一九三六
1
一九四三年の東亜同文書
院大学の旅行日誌、調査報告及び書院資料について一、資料の由来及び題名一九三七年、上海の東亜同文書院は戦火で破壊され、図
書文献は全部喪失した。一九四五年八月日本は敗戦を迎え、東亜同文書院の教師と学生は占拠していた交通大学から追い出され、所有していた学校資料は
H本に持ち帰れなかっ
た。東亜同文書院学生は毎年夏季に、全員中同各地へ赴いて実地調査し、旅行日誌や調査報告を書くことになっていたので、これを知る者にとっては最高の価値があると考えられる。東亜同文書院の後身である愛知大学には、現在一九三五年以前の旅行日誌や調査報告のみを所蔵するので、戦後日本の福友会（ 校友会）が刊行する旅行日誌には一九三五年以前のものがない問。一九三五年以後の旅行日誌や調査報告は筆者の中 における探査目標としたものであった。筆者が北京凶書館で発見した、比較的完全に揃っている一九四三年以前の東亜同文書院（大学） 旅行日誌や調報告及びそ 他の書院資料は、日本敗戦 一年後、国民政府が南京に移したも で、後に北京に転送したものである解放後この多くの資料は柏林寺 あり、一貫 て未公開であり、一九八二年に筆者により発見さ あった。筆者は十余年の時間を費やしてこの多くの資料を研究 、あわせて中国のその他の可能な場所で東亜川文書院（大学）の資料があるかどうか探した、例えば上海 南京などの各主要図書館を探訪した 、旅行
H誌や調査報告の複写本、
及びそ 他の書院資料などは未発見であった。目下北 凶書館だけに比較的完全な収集保存があるのを見ると、昭和十年以前のも はすでに愛知大学が収集保存してい で、ここでは昭和十一年から十八年（ 三六
l四一一一）の八年
間ご九四四年のものは一種類の特殊なタイプのも だけを見たが、一九同五年 ものは未見） ものだけを分類紹介するが
ω
、現在少なくとも千種類以上をすでに見ている。
実際は、一九三六年の調査報告、日誌と特定テーマ研究
上海東亜J,;J 文内院（大学）資Hの発見及びfdfifi/!9 
報告の複写本を我々は見ておらず、多分一九三七年の戦火で失われたと思われる
D
一九三七年のものは教授鈴木捧郎
（兼学生監）の〈研究旅行日誌〉を見る事が山来る（背インクのペンで衣汗き縦十二行の二つ折りの原稿川紙に市いてあり、頁数はなく、表表紙一頁、本文十八一員で、七月一 一日より八月十六日まで南京、済南 天津、北平、承徳、大述、奉天、白城子、能江県、恰爾浜 釜山などの実地調査である
D
その問はまさに”胤櫛備事件“発生前夜であり、
欣に鈴木の記載は、特に各地の日本人について多く載っている事 一定 資料価値がある）
D
一九三八年のものは小
竹文夫（東亜川文書院十九期生 一九
OOl
一九六二年生
存、当時東亜川文書院教綬に就任）の（調査旅行報告書〉（複写本、他に附和十五年 〈研究旅行日誌〉あり。以ド、川ぶなきものは怯写本）及び市洋湖水比班の〈大旅行日誌〉がある。指摘すべきは、この 時則、旅行日誌に若干 東一生川文書院（大学）教授及び講師の手書き原稿があるという事である
c
しかし絶対多数は学生の旅行日誌や調査報告で
ある口これ等の題名は多段あ が、しかし旅行川誌や調奈川刊行の二種類以外はない。
以ド、特別欄で紹介した〈大旅行
H誌〉、〈大旅行調査報
告（書）〉の名称や各項の特定テーマ以外 は、教授宮下忠雄の〈研究旅行日誌〉（青インク ペンで二つ折り縦行の原稿川紙に市いてあり、片而十行、各行コト問字、頁数はなく、全て片刷の卜五枚で、衣表紙がない
c
一九一：九年
十一月二十四日に大内暢一二院長に提出した報告で、市京の実地調査である）、教授熊野正平の〈研究旅行口扶助〉（黒インクのペンで東班同文書院の縦 片而用紙に書いてあり、
各枚十二頁〈訳者注・・十二行の誤りか
v、六頁であり、一
九一二九年七月二日
l
二卜九日の期間、心
4Ha局、済南、北京、
．大沖、容天、鞍山、新京、釜山のコースと実地調資）、内的守の〈旅行調究日誌〉（一九問
O年南京教育悦察、一九
四一年子科教授に就任）、飛石初次教授による一九問一年の〈臨時研究旅行日誌〉（筆で片面、縦行の東亜同文書院（大学）支郎研究部の、十行二百五十字の原稿川紙 存いてあり、六枚で、十川二十三日
l二十九日の期間、蘇州、南京
監獄、裁判所状況を実地湖水比した報行） 教綬原一郎 〈市京・蝉州研究旅行日誌〉（片．曲、 枚 教授と川じ原稿川紙を使用し、青インク ペンで書いてあり 一九四一年十月十六
l二十五日の期間）がある。類似の〈研究旅
行日誌〉の題名の写本にはさらに教師太川英一のもの（一九一一一七年、長江流域）、教師坂十平一郎 もの（ 九三八年、蘇州方． 一口字山及び戸調研究）、教師山崎伊 郎のもの（一九三九年、新中同及び満洲民族の体育調査）、教師五味一のもの（一 問
O年、南京、藤州）、教師戸部四郎のもの（一
九州
O
年、支那工業労働の編集意見、北京・上海）、教師
折江伴行のもの（ 九問
O年、市浦路）、教師山川原のも
の（一 四
O
年、蘇州・南京・山東・北京研学紀行）、教
師成宮嘉造のも （一
O
年、江蘇）、教師重広蔵のも
の（一九四
O年、北支旅行、中国の日系ロシア人及びユダ
ヤ人の調資）、他に一九三八年の〈旅行
H記〉（東アジア同
際関係 動向研究、葉市、台湾）がある。
以上明示ないものは全て複写本である口
l,i）文.•：院ぷ念 Ii! IO 
川愛知大学十年史編纂委員会〈愛知大学卜年の歩み〉
H創始期
H
の章及びその他各節に
九五六年）の、最初のト品マ心。
山〈実録中凶踏査記上海東亜同文書院大旅行記録〉
（〔社〕掘友会位修、新人物往来社、一九九一年、一二百五卜五頁、
Bh
ハ版。）
川紹介した井院及び学生の資料は〈東亜同文訂院大学史〉
（樋友会発行 一九五五年、三百三十八頁、
B
六版、非売
品）、及び〈東亜同文書院大学史
l創立八十周年記念誌〉
（福友会発行、一九八二年、七百七十五頁
B
五版、非売
品）を主に参考にした。
二、その他の書院資料以下に掲げる院務関係資料を指摘する、一〈東亜同文書院学生調査大旅行指導室昭和十二
1
十五、十七年度提出
旅行路線及び予算表〉（五袋、一年一袋、原稿本）、二．《東亜同文 大学一覧〉（一九四一年十月刊行、活字印刷本、該年度）、二一．〈東亜川文書院事業報告（昭和二
1十二年度）〉
（泊印、タイプ打ち及び複写本など、一冊、年代順逆装丁、頁数なし、うち一九三六年間 一けから一九三七年三川一二十一日の支郎研究部事業報告、被写などあり）、同支部研究部〈研究旅行〉（ 八 度 頁数なし、うち油印タイプ打ち及び原稿、この年の旅行 計画文書集あり）、五．〈事業報告〉（一九三九年度、すなわち、この年の旅行調査計画文書集）、六．〈研究 〉（一九四
0
年度、この
年の調査旅行計画文書集）、七．〈会貝名簿〉（福友川窓会、一九一一一七年、一九三八年、一九問一年、一九間二年、共に
活字印刷本、一年一冊）、八大内暢三《東亜同文書院昇格問題についての同窓各位諸氏の討論〉（一九三八年、活字印刷本、数頁のみ）、九．〈学友会各部事業概況〉（一九問一年）、十．〈学生生徒便覧〉（一九間二年）、十 ．新行内義光〈升院学生生活統計（開和十三年度）〉（学友会共済調査）、十二．〈束
W一同文古院維持会報告書》（昭和十五年）、
十三．〈東亜同文書院新入 招見式〉（一九三 年四月十四日）、十四．〈東亜同文書院大学学則〉（ 九三九年）、十五．〈東亜同文書院大学職制〉、十六．《東亜同文書院支那研究部概要〉（一九四 七．〈東亜川文書院大 東亜研究部内規〉（一九四二年、油印本）、十八．〈東亜川文持院大学東亜研究部部則〉（ 九州二年 タイプ打ち）、九．〈東亜同文市川院大学東亜研究部部則、細則 規定〉（一九間二年）。さらに一部分の資料が未笠録である。三、東亜同文書院（大学）研究上の資料価値東亜同文書院は一九
O
一年に上海に開設以来、主に募集
したのは日本から来た学生で、その目的は日本の中国侵略のために、専門的人材を育成する事にあった。学生の卒業論文は最終学年の前年の夏に先 の指導 もと、旅行コースや特定テーマを選定して実地調査を行い、最後に日本語で文章を書き、学校側 認を得てから卒業出来たのである。報合定稿は阿部内き写し 学校側と学生自らが受け取
f-.i毎唱団u司文存院（大学：）資料の免見Ji. ぴ価似1 
る他は、さらに日本の外務省（書院は外務省に従属していた）などの組織に送られたロ一九四五年に
H本は降伏し、
大学は占用していた交通大学校舎を追い出されて白然に廃校となった。しかし、この基礎 上に後に台北帝凶大学（在台北）や朝鮮の京城帝同大学（京城すなわち現在のソウル）などの、その他 椀民地大学を合併して、戦後日本に愛知大学が成立したのである。 たがって愛知大学は東亜同文書院の直接 後身と見倣されるのである。一九三五年以前の東亜同文書院学生の旅行日記と報告複写本は、愛知大学に大体完全に収集保存され、千古き 詳細なけ録も作られたが、一九三五年以後のは一附もない
G
これは一九州五年
のアメリカ市による爆撃と川本 外務行資料 峻収によるものである。しかし北京同舟館には一千舵以上所蔵されいて、内符は日本が占領した巾同内地や南洋を除くと、今日の内蒙十日、台湾 海南島、東北一一．省、骨港、マカオなどの省区を含む辺境地区に閲するもので、総数 約三分の一を占めており、大変貴重なものである。こ 多く 辺境地区に関する旅行日記や報台複写本、及びその他の市院に関する資料は今日の ．
KM
一分に基づいて分析し紛介山米るの
で、辺境の地理．肢山んに関する研究 従事する人々 参考に供する事が山来る。近代日本人が小川辺境史 業十日学 小H関係史、抗日戦争史、中凶教育史、中川旅行史、さらに辺境地区駐荘の日本領事組織、その他の関係研究分野 実地調査研究した事には、二疋の意義があるのである
G
書院の教械はと学生による旅行調査報告と日誌は、日本の中凶占領以前と以後に分ける事が山米る
c
トハ領以前のけ・本
人は日本の駐車組織、特 これ仙寺の組織で仕事を 窓
生達の援助を得て中同で調査を行ったとはいえ、やはり多くの不便があったロしかし、占領以後の状況はこれと異なり、彼らは日本の占領勢力の助けを借りたのであるが 特に興亜院、現地の大使館・領事館 日本市、巡兵隊、特務機関や他の日本の組織 援助を得ることによって、これ等の組織の資料が使刷出来た。また、地方の他怖政権も援助を提供せねばならなかった である。彼らはさら ’日分が調べたい事柄 データを で記入させたものをタイプ打ちする事が出来たのだった。実際こ 時期、彼らの テーマは多くが日本の悦略に呼応しており、日本の侵華組織の要求に応じて完成させたものである。山ぺγ小心の謝先山刊行と日必の絶対多数は、統一規怖の
A
院．ぬ
い仙川紙に川き写したも で、川紙 折りけには
A
院の字旬
があるが、二つの時期に分けらる。一九三八
l一．一九年は縦
卜．一行で、升日がなく、各行約十一一一字、ケ什枚約百五十二．字両面であった
c後に縦十行、各行二十丘升目、各枚約二百
五十字、片面となったが、極めて少数のも だけは例外であるつ一九三九
l凹一年の二一年間は、学生が選んだ調青山川
行を
J一附活ド印刷した口一九：一九年は一一卜八日側、問卜年に
はト七日側、川 年は卜九日開のん
HA
しハ卜川純であり、これは
上述した一千余磁の予稿に合まない。何故ならすでに公開刊行されたものなので 筆者は原則として事前に収録や分析をしなかっ からである
c
しかし指摘すべきは、選ばれ
た調査報告に 一定 内容と地域の比重 あり しかも適宜公開しなければならないもので 数量も全報持のなかの少数を山めるのみであるという事 ある。したがって未刊行の版行には少 からぬ注目すべき側航が るのである
D
I• ・l え，•：院必念 In 12 
しかも京荷は大多数の公開刊行した・謝資報合の子稿は、比較してみると修正や削除の痕跡、特に公開発表すべきでない段部や内科の削除が有ることを知る事が山来た。つまり、組作を芹く時にタブー あってはならない 、発衣する時には小凶占領日本軍事当局の公開と非公開の制約に合わせねばならなかったからである口例えばこの三年間中 海市島の調査制限告があるが、海市島は特別軍事占領
M一であった
ため、一つも公開刊行されていない。 調査報告のなかには
H発衣禁止“の注があった口調資け誌は全て未刊行だ
が、この調査報告への理解、特に具体的日時と資料 出所は、欠かしてはならないのである。したがって筆者は適当な場合には れ等の公開刊行された報行の日誌の背肢をも紹介するが、千稿報告も当然例外 はない。け誌は一般的に比較的鋭く 報許 比較的長いが、一九一一一八年と一九問：一年の報行は鋭い。しかもそ 間のも は長く、川本・在草軍事勢力の増減の書院への影響を反映したものである調査報告と
H誌の絶対多数は一人で書いたものだが、少
数の調先制限行は復数で品川 たも ある。 かし日誌を汗く時は多くは一人一人になり 数人で書いたも 極めて少ない
c
この時期、計院には桜く少数の中凶入学生や朝鮮
入学生がいたが、小川 の調査報行と日誌を我々は発見していない。朝鮮入学生 日本名を使用している者が り、彼らの少祉の日本語の調資報告と日誌はこれに収録されている。探交の困難により、情不おが十余年の時間を貨やして見た千余種 学生調査報告と日誌は、実際の学生の人数らすると約半数にしか らない割合であり、今後、さらに多くの発見があるかも知れな 。 の調査報合と日誌は
一九問．一．年の手前以外は、絶対多数が複写本である。準有が見た教師の旅行日誌は全て千稿で、しかも報告は絶対多数がすでに書院の刊行物として発表し公開 た のである。少泣の占院資料は油印である。この時期、相当の書院学生の調査地は偽注精衛政権地区であったが、彼らの日誌から見る 、偽満洲国や家制政権
地一収が比較的多い。しかし偽満洲同を調査事瓜としたものでも、開拓同を調査した二例の外、そ 他は未見である。これは満鉄やその他の偽満洲国 組織の調査能力が非常に古川いため 書院は学生に調査をさせなかったためと考えられる。例え開拓団の調査でも、書院生が優位だっ 訳でもない。この他、学生の調売範凶は意図的に日本本土を削避したものであった。調査報告の主要な内容) ??( 
書院の教師学生とその他の日本の中国侵略組織の、占領初期市京凶市館資料にたいする強奪的接収南洋一．華僑．←フィリピン一二 マレーシア問．タイ（シャム）判例領インドシナ
内家古（蒙桓）
一．偽蒙古白治政府二． 周和
(2) (3) 
13 上海＊ifilf,;J 文台院（｝.；：.q：）資料の免見及び価（11(
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一寧波と庭門の錫箔業二．蘇州の靖氏族譜と杭州の許氏族議
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川院の淵州十九比純聞は上海だけに限らないが、この時期は上海に関する調査報告が大変多い。地の利を得ているので、比較的に価値がある。例えば、
川中山収念、品川満穂、午山俊
LhH
、付川侃仰と北肝山
雄（第二
J卜．
h期生、一九三五年四月入学、一九三八
年調査、一九三九年三月卒業）合同編纂〈松江県調査報合書〉、表表紙一枚、本文二十枚
0
．脱行良太郎（第一二十六則生、一九：・六年間川入学、
一九
... 九年調光、一九州
O
年
J・川卒業）、上海駐・配
班〈上海交通調交〉、紙 枚一
41只、八卜二頁口
JA－－占橋賢次（第一二卜七則生、一九三七年間月入学、一
九州
O年調査、一 川一年一一一円卒業）、上海調査班〈上
海共同机界持・察組織について 口
川森．
K郎（川む則）、〈上海中央市場についてて
4h．続本隼登（川右期）、〈上海租界内に於ける支那大学
の現状〉
c
六．土山正治（第一一一十九則生、一九四二年九川卒業）、〈上
海湖水此
l人民同体〉。
じ．川崎川二（一九川三年調査）、〈上海土地不動産経分〉
G
八．阿多存雄（第四十一期生、一 問。年四月予科入学、
一九四三年調査、一九四川年九月学部卒業）、崇明白班、報小一日は配給について
U
九．小九日義行川（第間十一則性）、〈崇明白の工業調査》。
他に川朋の川町．小一郎、原英一などの渋川向抑止けがある
c
山中ら
k
海を述べているのではないが、内科に合むものが
あるもの
－Ha
川河1
・じ・
1Z3
日同．
JIH
りいい
h
、．
fu
－－－
L
・・ド日『
1JFi
＼
ι七、．
L
けγ
い一
Y
一
FAd4Hr
－－
H
ハパ
JFIj
』jh
川
Hr
－－ーノ
ιJEJ
／
間二年訓木礼子、一九州一一一年九川卒業）、〈道教寺院経・
M
状況を中心として見た庶民信仰〉、このなかで上海の道教寺院や庵について述べている口
教師のもの
久章一悩．二郎〈上海に於 る雑誌調査〉。
興亜院華中連絡部 要求に応じて古いたもの
興亜院華中連絡部《上海ニ於ケル白露両亜人ノ状況〉（昭和卜凶年〔一九一一一九年〕ト一一月、興亜華小資料第百三号、中調聯政資料第三口ヴ）
B
六版、活字印刷
本、本文・
a・卜頁、汗名の左
k
に赤く
H秘“と活字印
刷してあり、序文は興亜院（当時、日本 小川占領地行政に責任をもっていた位向権力組織 催中連絡部次長の楠本実降が一九；九年十一川に件いた。凡例には東．中一川文乃院の粗削先により完成した事が述べてある
c
日次として・・
川、山系蕗附恒人亡命概況
l
初期
l後期
l槌族別
川、’日系蕗阿正人の一般生前状態
l
一般的に凶窮して
しる
け、山系蕗．内版人同体概要
lM
留日比川
l政治同体
l職
業川休
l寺院宗教川体
l教育同体
l慈帯同体
l社
交娯楽団体
州、山系蕗．同盟人の行政機関
l民族委員会ー亡命委員
会
l同体協議会
ω
、内系名運動団体の動向ー露両亜古年同盟極東部
1
一蕗同一止当王朝主義者間
l革命ファシスト極東中央
部
1全露軍事同盟
l蕗同銃兵同盟
二．興亜院華中連絡部・・〈上海ニ於ケル猶太人ノ状況（主
トシテ欧洲ヨリ避難シタル猶太人）》（一九四
O
年
4
月）
BL
ハ版、活字印刷本、本文間十八頁、表表紙の
左上の角には
H秘
Nと印刷してあり、楠本実隆が序
文を記し、その後ろには凡例として、同文書院による一九三九年十一けの調査により完成し、新資料は翌年一月に補充した事が述べてある。以下の十車に分かれ 。一．概況
l
一般的状況．一一．欧州避難民
の波来
l避難の発生と波米の不可避．ミ・先住ユダ
ヤ人の態度
1各組織の態度の不一致．山白系ロシ
ア人と 関係
l利得が相反する関係．五．避難民救
消事業
l救済委
H会、開業資金無利息貸付郎、救済
方法と合宿所，六．就職状況
l附級、就職状態．七．
新聞雑誌！被矧及び状態．八．満洲凶移住計剛
l計
剛及び対外関係．九．雲市十万人移住計画
l計画及
び批評．十．結語
l
ユダヤ人用加傾向と対策及び最
近の傾向
c
附・・ユダヤ人の上海観一、二。
u毎 i«•H~lriJ 文＇ヰ院（ k.-7: ）資料の 1色』Vi.び他i （直15 
現在、上海のユダヤ人を研究した中凶や欧米諸問の論著で、この泌賓調資報ルム
Hを引川したものは未見
である。
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言語
同文書院史料の開拓と使川は、巾凶及び東南アジア研究にとって、資料耐において重要な役割を梨すであろう。さらに主要なのは、持続と学生は報行を
A
くために当時の多
くの資料を使用し保存したが、あるものは日本の各侵略綴織の秘街資料で、教師と学生が湘側主過税で自ら収集したものであった。内院の資料中保存 必多だった
k
海の関係史
料の他にも、日本占領時期における特般的な地区と分野は、一．海商品．一一．鹿門
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1．偽京劇政権地
K
．問．その他
偽印梢衛政権地
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K．作地・マカオ‘六．京市アジア．
七．日本の駐華組織と民留民同体．八．禁中出政権の消郷．九．在来ユダヤ人と山系ロシア人．ト．夜来欧米諸同勢力．卜
4・幡宮結社・
1
・・・京教．ト・：・新聞雑誌．ト問教
育．十五 華僑などである。（武井義和訳）
著行は一九日札い凡年魚、一九八－一年
utH
．大学を卒業。
現庇は小川社会科学院中川辺境研究センター副研究員。本論文は「桔案与史学」（一九九八、五）に発表されたものむ
Mm
折は愛知大学大学院中川研究科仰上泌総住持
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比例サ掲載の『小同改革に生きる京市
mM
文会の遺産』（江
頭数料）一五百上段六行日「この燕山夜話の」部分を次のように訂正いたします。
『この寸燕山夜話」の準有は部拓という人民日制限編集長
で、しハ一年から北京の夕刊紙のコラム欄に連載した ですが、銚丈一応に呉晴「海瑞罷官」とともに毛沢東思想に反したとして批判されたものです。彼は丈依・開始とともに監禁され、死罪で死んでいます。この文阜と「二一家村札記」から文を選んで翻訳 、毎日新聞社刊と るにも気を使ったのです。紅衛兵騒動、以日比ハ友好勢力 策動が始まった六六年（昭和問一年）秋で た。文章内容は中国の古典故事を随所に盛り込み レベルが高いのでありま 』
